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筆者のうち小林は、2007 年秋以来アメリカ議会図

書館（The Library of Congress）地理・地図部

（Geography and Map Division）で、外邦図の調査を

つづけてきた。とくに同部所蔵の、日本陸軍の将校

が中国大陸と朝鮮半島で 1880 年代におこなった簡

易測量による手描き地図については、山近久美子（防

衛大）、渡辺理絵（現山形大）らと継続的に調査をつ

づけ、すでに渡辺・山近・小林（2009）､小林・渡辺・

山近（2010）、Yamachika, Watanabe and Kobayashi
（2010）を発表してきた 1)。 
 この調査に際し、地理・地図部のスタッフより、

上記の資料にくわえ、大量の旅順要塞の砲台に関す

る手描き図（資料番号：G7824 .L89S5 SVAr y6）を紹

介された。これらの図は、後述するように、日露戦

争時に編成された第二次臨時測図部の測量要員によ

って作成されており、あきらかに戦史用のものであ

った。旅順包囲戦に際して日本軍を悩ませた堡塁や

砲台の構造を記録するために、旅順要塞陥落後に測

量がおこなわれたわけである。 
こうした砲台図も広い意味での外邦図に属し、そ

の目録作成や写真撮影がひとつの課題になっていた。

多くの場合、平面図の縮尺 500 分の 1、断面図の縮

尺 100 分の 1 という大縮尺図で、個々の図には作成

した測量要員の氏名も記されており、日露戦争に関

連する資料としても注目された。しかし、上記陸軍

将校らによる地図の調査に忙しく、ほとんど調査す

る時間をもつことができなかった。 
 ただし小林は、2010 年 9 月に、大阪大学文学研

究科の大学院生ならびに学部学生全6名とアメリカ

議会図書館を訪問する機会をえた。これは、同研究

科が申請した日本学術振興会の「若手研究者海外派

遣事業」のうち「組織的な若手研究者海外派遣プロ

グラム」によるもので、「多言語多文化研究に向けた

複合型派遣プログラム」と題する計画の一環として

企画された。この「組織的な若手研究者海外派遣プ

ログラム」は、博士の学位取得者、あるいはそれに

準ずる若手研究者の海外派遣を主目的とするが、大

阪大学文学研究科の「多言語多文化研究に向けた複

合型派遣プログラム」では、別に「横断的研究視察」

として、世界の主要図書館にさまざまな分野の大学

院生を短期間送り込み、資料や書籍の探索や閲覧、

複写を体験させることとしていた。2010 年の夏には、

これに向けてアメリカ議会図書館と大英図書館に、

それぞれ学生が派遣されることになり、上記のよう

な資料調査の経験をもつ小林が、アメリカ議会図書

館に派遣される学生の指導を担当することとなった

わけである。 
 この派遣には、海外の図書館での資料調査の体験

をもたない大学院生および学部学生が参加すること

になっていた。小林は、こうした学生に対し、上記

旅順要塞砲台図を素材として、実習をかねた調査を

おこない、下記のような作業を体験させることを計

画した。まず資料一点一点について、タイトルや縮

尺、作製者、サイズ、さらには簡単なスケッチ図を

カードに記す作業がある。これによって砲台図の目

録作成の基礎資料を準備することになる。もうひと

つは、砲台図の写真撮影作業で、機材の設営から撮

影画像の確認までをふくむことにした。くわえて、

これらをもとに帰国後に報告書を作製し、資料調査

の基本的プロセスの理解と技術を体得させることを

23



目的とした。本報告は、この実習の成果であり、同

時に研究の報告でもあることを、あらためてことわ

っておきたい 2)。 
 写真撮影にあたっては、やや特殊な三脚（マンフ

ロット製）およびキャノン５Ｄカメラを持参した。

またカメラとパソコンをつなぎ、撮影とともに画像

がパソコンのモニターにうつるようにして、これを

確認しながら作業を進めた。この作業にあたっては、

日本史分野の研究に従事し、資料の撮影に習熟して

いる後藤がリーダーをつとめた。 
 なお、この実習をおこなう際、地理・地図部のス

タッフより、「五千分一旅順要塞近傍圖」も紹介され

た。これは印刷図で、旅順要塞およびその周辺をカ

バーし、しかも小林がそれまで接したことのない図

であり、あわせて調査をおこない、全容を把握する

こととした。この「五千分一旅順要塞近傍圖」も、

旅順要塞砲台図と同様に戦史用の図であり、その概

要もあわせて報告することにしたい。この図の調査

は小林がおもに担当したが、本報告に掲載する一覧

図および一覧表の作成は、藤森がおこなった。また、

この一部についておこなった写真撮影は、上記砲台

図の撮影作業にあわせて実施したことを付記してお

きたい。 
 もうひとつ言及しておかねばならないのは、この

実習に宛てられたのは、9 月 8 日の午後ならびに 9
月10日の午後にすぎず、時間が限られていたので、

目録作成用のカード記入を優先したことである。こ

のため、旅順要塞砲台図、「五千分一旅順要塞近傍圖」

とも、写真撮影ができたのはごく一部にすぎない。

また旅順要塞砲台図のうち「砲臺Ｅ圖」については、

2008 年 9 月に作成・撮影された渡辺理絵・山近久

美子による資料カードと写真を使用している。 
 
１． 旅順要塞砲台群の築造 

 旅順要塞砲台図について検討するに際して、まず

旅順要塞の砲台群の築造および旅順要塞包囲戦につ

いて簡単に見ておくこととしたい。 
旅順要塞砲台図にふくまれる図には、旅順のまわ

りの丘陵に設置された砲台のほかに、北方の金州地

峡の丘陵に設置された砲台を描くものもある。金州

地峡は、旅順・大連の北方に位置する、遼東半島が

東西約 3.3 キロと狭くなっている部分で、半島先端

部を効果的に防衛できる位置にある。この金州地峡

の丘陵は、日本側が「南山」と呼んでいるものであ

り、以下これに設置された砲台を「南山砲台群」と

呼ぶ。これに対し、旅順のまわりの丘陵に設置され

た砲台は「旅順砲台群」とする。 
南山砲台群と旅順砲台群は、基本的に日本軍によ

る旅順攻撃のまえにロシア軍が構築したものと考え

てさしつかえないが、旅順砲台群については、すで

に 1880 年から清国によって防御施設の築造が開始

されていた（《中国軍事史》編写組 1991: 400-404）。日

清戦争にあたっては、これが補強され、『明治二十七

八年日清戦史』附図第十五「旅順港戰闘圖」（2 万分

の 1）（参謀本部編 1904-1907）にみられるように、旅

順口（日露戦争時には旧市街となる）を半円形にとり

かこむように東側から北側、西側にかけて高所に砲

台が配置されるほか、旅順港の入り口付近には、海

にむけた砲台も構築されていた（図１）。平面形から

みてもこれらは近代的な要塞であり、ドイツの指導

によったようである（Powell 1955: 48）。 
日清戦争後の三国干渉をへて、ロシアは遼東半島

に対する権益を拡大し、1898 年には旅順・大連の租

借権を獲得する。これ以後ロシアによる旅順要塞構

築が計画されたが、初期の案は大規模すぎて費用も

大きく採用されなかった。1900 年になって提案され

たより小規模な案が採用され、1909 年の完成に向け

て工事が実施されたが、その進行は緩慢であったと

いう。しかし、日露戦争が近づいてからは急速に整

備され、それについては、とくにコンドラチェンコ

少将の役割が大きかったとされている（ロストーノフ

編 1980: 82-84, 190-192）。『明治三十七八年日露戦史』

第六巻附図第一「旅順要塞攻撃作業一覽圖」（16,800
分の 1）（参謀本部編 1914）にみえる要塞は、これに

よるものとなる（図２）。日清戦争時の旅順を示す、

上記の「旅順港戰闘圖」と比較してみると、日清戦

争までに築造された堡塁や砲台を充実させつつ中核

としながらも、さらに周辺部と内部にむけて防衛施

設を拡充しつつ整備されたことがわかる。 
主要防衛線は、半永久堡塁（第 1～第 5）、堡塁（3

～5 号）、独立砲台（「ア」～「デ」）を中核としていた。

これらの間の部分は、塹壕や鉄条網などで掩護され
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図１：日清戦争時の旅順要塞 

資料：『明治二十七八年日清戦史』（参謀本部編 1904-1907）附図第十五「旅順港戰闘圖」（2 万分の 1）を 82％に縮小 
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図２：日露戦争時の旅順要塞 

資料：『明治三十七八年日露戦史』（参謀本部編 1914）第六巻附図第一「旅順要塞攻撃作業一覽圖」（16,800 分の 1）を 66％に縮小 
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るほか、重要な場所には、地雷も埋設されていた。

主要防衛線の前方の高地に構築された前衛陣地では、

塹壕が掘られ、野戦用多面堡も構築されていた。さ

らに主要防衛線の背後には、中間砲台が構築され、

探照灯も整備されていた。 
他方、南山砲台群の整備は旅順砲台群よりは遅く

開始されたようである。日清戦争時に付近の金州で

戦闘がおこなわれたが、清国側に金州地峡を防衛線

とする考えはなかったとみられる。『ロシアはなぜ敗

れたか』の記述からすると（コナフトン 1989: 111）、
ロシアは義和団事件（1900 年）に際し防衛施設の築

造に着手し、1903 年にはこれを拡大する計画が立案

されたが、実現にいたらず、日露戦争が開始される

におよんで、急速に整備されたようである。南山に

構築した陣地は、砲台、多面堡、眼鏡堡のほか、二

段、場所により三段に掘られた塹壕から構成されて

いた。さらに鉄条網や地雷が設置され、掩蓋や坑道

が構築されるほか、電話線が引かれ、探照灯も設備

されていた（図３）。 
ところで、砲台図に描かれた軍事施設は、ロシア

側の構築したものであり、それぞれにすでに一部示

したような名称をもっていた。他方、日本軍は攻撃

にあたり、漢字で表記された現地名をもとに、これ

らに名称を付与することになった。この状況につい

ては、翻訳書『ソ連から見た日露戦争』（ロストーノ

フ編 1980）を監修した歴史学者の大江志乃夫がつぎ

のように述べている。 
本書を訳する上での最大の困難は地名にあっ

た。頻出する地名の多くは、中国語地名の中国

語発音をロシア文字に移したものであるがそ

の発音はかならずしも正確に移されていない。

他方、日本側戦史の記述および付図の地名は中

国語の発音によらず漢字記載である。両者を綿

密に対照しながら地名を確定していく作業は

思いのほかに難作業であった。さらに、とくに

旅順要塞に多いのであるが、中国の本来の地名

とは関係なく、日露両軍がそれぞれ勝手に名称

を付しているものも多い。これを日本側の戦史

と対照しながら名称を確定する仕事も大変な

仕事であった。（中略）参考のために、第四章の

旅順攻囲戰にかぎって、日露両軍が便宜的に呼

称した地名や堡塁名の対照一覧表を付してお

いた（大江 1980）。 
この大江の記述から、旅順要塞の攻防戦について、

ロシア側資料の記載と日本側資料の記載を、綿密に

つき合わせて検討する作業が、充分におこなわれて

いなかったことがうかがわれる。また、大江以後に

この種の作業がおこなわれたかどうか、検討してみ

たが、関連する文献を発見することができなかった。

したがって、以下では『ソ連から見た日露戦争』（ロ

ストーノフ編 1980: 261-263）に掲載された「地名対照

表」も資料のひとつとして記載をすすめたい。なお、

短いものではあるが、類似の地名対照表は、小説『旅

順港』（ステパーノフ1972）の冒頭にも付されている。

これは訳者の袋一平と袋正によるものである。 
これに関連してもう一点指摘しておきたいのは、

砲台など軍事施設に関するロシア側の名称と日本側

の名称の示す範囲がかならずしも一対一のかたちで

対応しているわけではない、という点である。たと

えば南山砲台群について、『ソ連から見た日露戦争』

は「一三個の砲台、五個の多面堡、三個の眼鏡堡」

からなるとするのに対し（ロストーノフ編 1980: 170）、
『明治三十七八年日露戦史』第一巻附図第一二「南

山附近第二軍の戰闘」の「露軍之防禦工事及備砲」

（2 万分の 1）では、第一～第七、第九～第一六砲台

のほか、第一、第二、第八、第九および中央角面堡、

さらに第三～第五眼鏡堡を記している（参謀本部

1912）。眼鏡堡の数が一致するほか、ロシア側の多面

堡が日本側の角面堡に対応することがあきらかであ

るが、砲台数は一致しない。これは施設のユニット

の認定のレベルで、すでに両軍の間でくいちがいが

おこっていることを示している。 
さらに留意すべきは、類似のくいちがいが旅順要

塞砲台図と『明治三十七八年日露戦史』でも見られ

る点である。その一例として、旅順要塞砲台図では

「砲臺Ａ圖」～「砲臺Ｆ圖」とアルファベットのつ

いた砲台図があるが、『明治三十七八年日露戦史』第

六巻附図第一「旅順要塞攻撃作業一覽圖」（参謀本部

1914）には、そうした名称の砲台はみあたらない。

また、「Ｎ．８砲臺」～「Ｎ．１２砲臺」が旅順要塞

砲台図にみられるが、これも上記「旅順要塞攻撃作

業一覽圖」にはみられない。この点から、現場での

27



図３：日露戦争時の南山の堡塁と砲台 

資料：『明治三十七八年日露戦史』（参謀本部編 1912）第一巻附図第十二「南山附近第二軍之戰闘」の「露軍之防禦工事及

備砲」（2 万分の 1） 
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図４：東鷄冠山北堡壘付近（１） 

資料：「五千分一旅順要塞近傍圖」第 20 号「二龍山」図幅の右下部分を 80％に縮小 
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測量の際に付された名称のなかには、『明治三十七八

年日露戦史』の編集に際して変更されたものもみら

れると考えたほうがよいであろう。 
なお、アルファベットによる砲台名は、『ソ連から

見た日露戦争』の「地名対照表」にみえる「『ア』号

砲台」、「『ベ』号砲台」、「『ヴェ』号砲台」、「『ゲ』号

砲台」、「『デ』号砲台」（ロシア文字のアルファベット、

А、Б、В、Г、Дによる）を想起させるが、上記「地

名対照表」により対応すると考えられる砲台図を検

討したところ、確実な例を発見することはできなか

った。 
これに関連してもう一点ふれておかねばならない

のは、「五千分一旅順要塞近傍圖」にみられる砲台名

と旅順要塞砲台図の砲台名との関係である。両者と

も内容を詳細に検討できる写真が少なく、確実なこ

とは言えないが、「五千分一旅順要塞近傍圖」のうち

「二龍山」図幅の「東鷄冠山北堡壘」の南東側に示

される「吉永堡壘」（図４）は、旅順要塞砲台図には

あるが、「旅順要塞攻撃作業一覽圖」にはみえない（図

５）。この「吉永堡塁」の位置を、より縮尺の大きな

『明治三十七八年日露戦史』第六巻附図第九「東鷄

冠山附近攻防工事」（3 千分の 1）で確認すると、そこ

にみえる砲台名は「東鷄冠山第二堡塁」となってい

る。「旅順要塞攻撃作業一覽圖」でもその箇所に「東

鷄冠山第二堡塁」の文字がみえ、これらからすれば、

「五千分一旅順要塞近傍圖」と旅順要塞砲台図は、

『明治三十七八年日露戦史』の諸図に対してはより

密接な関係にあることがうかがえる。またやはり「二

龍山」図幅の盤龍山西堡塁の南にみえている「Ｈ砲

臺」、「Ｎ砲臺」、「盤龍山新砲臺」（烏帽子山）が、「旅

順要塞攻撃作業一覽圖」では、それぞれ「盤龍山第

一砲臺」、「盤龍山第二砲臺」、「盤龍山第三砲臺」に

なっていることからしても、『明治三十七八年日露戦

史』では、現場で測量要員が記載したものとは別の

砲台名を採用していることがあきらかである。 
以上のようにみてくると、南山や旅順の現場での

測量・製図作業による旅順要塞砲台図ならびに「五

千分一旅順要塞近傍圖」と『明治三十七八年日露戦

史』の編集作業は直結しておらず、ロシア側史料も

あわせて、それぞれを整合させる努力が必要なこと

を示している。 

 
２． 旅順要塞に関する戦史資料の収集 

つぎに、旅順要塞に関する戦史資料の収集につい

てみておきたい。これに関連して注目されるのは、

陸地測量部の測量技術者（測量手）であった和田義

三郎の回想である（和田 1944）。和田は、「旅順方面

地形模型製作ノ用ニ供スル寫生画ノ為」、西田辰三と

ともに 1904 年 9 月に陸地測量部から大本営付とな

って旅順に派遣された 3)。和田に先だって同 6 月に

は中野鐵太郎（測量師）と木村測量手がすでに遼東

半島に派遣され 4)、南山で地形や景観のスケッチを

おこなうとともに、砲兵陣地の見取り図を描いてい

たという。この南山の仕事がほぼ終わり、つぎの旅

順での作業に向けて、中野の要請により和田と西田

が派遣されたわけである。これについて和田はつぎ

のように述べている。 
 旅順の戦争は未だ始まったばかりであるのに、

もう旅順は陥落するときめてかゝって模型のこ

とまで計畵して居られる當局の自信のあるのに

は、當時私らも些か驚きました… 

南山と旅順の模型製作が、はやい段階から計画され

ていたわけである。和田らの仕事は高級画材をもち

いて陸軍や海軍の陣地、野戦病院等のスケッチ図（水

彩画）を作ることで、ときにはロシア軍の砲弾が飛

んでくるような場所での作業もあった。 
これで作成されたスケッチ図の一部は、和田義三

図５：東鷄冠山北堡壘付近（２） 

資料：『明治三十七八年日露戦史』（参謀本部編 1914）第六巻

附図第一「旅順要塞攻撃作業一覽圖」（16,800 分の 1） 

30



郎も参加した、日露戦争における測量作業を回想し

た座談会「明治三十七八年戰役と測量」（野坂ほか

1944）をおさめる『研究蒐録地図』昭和 19 年 3 月

号に口絵写真として掲載されている（図６）。この 2
枚の図は「露將コンドラチェンコ爆死の跡 明治三

十七八年戦争従軍寫景班筆」というタイトルで、東

鷄冠山北堡壘を描いたものである 5)。和田が「…旅

順が陥落して市街の指定された宿舎に入りましてか

ら敵の要塞、堡壘等を全部スケッチしました…」と

しているところからしても、他に多数のスケッチ図

があったと考えられ、今後探索する必要がある。

 

図６：「露將コンドラチェンコ爆死の跡」 

資料：『研究蒐録地図』昭和 19 年 3 月号口絵写真 
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和田の回想でもうひとつ留意されるのは、旅順要

塞と南山については、地形模型作成にむけて 5 千分

の 1 で測量し、1 メートル以上の地形の起伏と構築

物は表記するようとの命令が別にあった点である。

これでできたものがすでにふれてきた5千分の1地

形図となるが、その場合、旅順をカバーする「五千

分一旅順要塞近傍圖」のほかに、南山をカバーする

ものもあったことになる。これについては、まだ現

物を確認していないが、作成されたことに疑いの余

地はない 6)。 
これら5千分の1地形図に関連して興味ぶかいの

は、旅順攻撃にあたった第三軍（司令官は乃木希典）

の参謀長であった伊地知幸介の長岡外史参謀次長に

対する意見具申である（1904 年 9 月 6 日付）7)。金州

半島（遼東半島先端部をさすと考えられる）の 5 万分の

1 図は粗略なので、2 万分の 1 もしくは 1 万分の 1
地形図を作製するとともに、「戰場模型」調製のため

には、その部分だけ 5 千分の 1 の縮尺で測量する必

要があるとしている。 
ともあれ、5千分の1地形図作製のための測量は、

旅順近傍に関しては、旅順陥落（1905 年 1 月）以後

の作業になったと考えられる。また砲台図の作製の

ための測量も、この時期になった可能性が高い。さ

らにこの作業は、日露戦争に際して編成された臨時

測図部（第二次）のうち、第一地形測図班であった

ことが確実である。なお、旅順陥落後に旅順要塞司

令官に就任した伊地知幸介は、この測図班に工兵士

官 1 名を配属するよう参謀次長に依頼しており 8)、

戦史資料用の測量作業に関心をもっていたことがう

かがえる。 
他方、南山地区の砲台図については、後掲の表１

に示すように、測量時期を示すと考えられる書き込

みがあり、いずれも「明治三十七年十一月」となっ

ている。日本軍の攻撃を受けて南山からロシア軍が

撤退したのは 1904 年 5 月下旬であり（山田 2009: 
108-110）、その後の旅順包囲戦の最中におこなわれ

たことになる。また 5 千分の 1 地形図の測量につい

ても、複数の参加者の履歴書から 1904 年の 10 月初

旬から 12 月初旬までにおこなわれたことが確認で

きる 9)。 
和田の回想にもどると、日露戦争に関連した地形

模型は南山と旅順要塞にくわえて、安奉線に関する

ものが作製されたという。このうち南山と旅順要塞

の模型は、縮尺 5 千分の 1 の純銅製で、表面は上質

の油絵の具で着色してあった。サイズは南山模型で

7 尺（2.1 メートル）四方、旅順要塞模型で縦 3 間半

（6.3 メートル）、横 3 間（5.4 メートル）と巨大なもの

であった。他方安奉線は、安東（現丹東）から奉天（現

瀋陽）にむかって軍事用に敷設された軽便鉄道（岸田

2010）で、この一部を紙型の模型とした。福金岺（縮

尺 3,000 の 1）、鷄冠山（同 1,500 分の 1）、黒坑岺（同

2,000 の 1）と 3 つの部分にわかれていた。このうち

南山模型、旅順要塞模型とともに、皇居建安府に奉

納されたのは黒坑岺模型であった。ただしこれらの

模型はあまりに大きく、建安府の建物にはいらない

ので、その脇に模型館をつくり納めたという。 
本報告を準備するにあたり、上記の模型が現存す

るかどうか関心をもち、宮内庁に電話で問い合わせ

たところ、不明とのことであった。今後は、これら

が現存するかどうかをふくめ、さらに調査したい。 
以上、戦史資料の収集過程について検討した。つ

ぎにアメリカ議会図書館で調査した旅順要塞砲台図

と「五千分一旅順要塞近傍圖」を紹介しつつその作

製過程を検討したい。 
 

３．旅順要塞砲台図と「五千分一旅順要塞近傍圖」

の目録と測量担当者 

まず、旅順要塞砲台図の目録から述べたい。旅順

要塞砲台図の各葉には、そのタイトルとともに作製

者が示されている。「東鷄冠山北堡壘圖」を例に、そ

れを示したのが図７と図８である（本誌表紙の写真参

照）。タイトルの脇には縮尺（平面図 500 分の 1、断面

図 100 分の 1）のほか付図の枚数を示し、作製者につ

いては左下に「臨時測圖部第一地形測圖班第一分班 

測圖手 横山正三」と、その所属と職名もしめして

いる。旅順要塞砲台図の目録（表１）の主要部分は

こうした記載を用いて作成したものである。また上

記『ソ連から見た日露戦争』の「地名対照表」にみ

えるロシア側の名称についても、あわせて記入して

いる。さらに備考では、『明治三十七八年日露戦史』

の「旅順要塞攻撃作業一覽圖」にみられる名称との

関係などについてもふれることとした。 
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なお、作製者の所属にあらわれる「臨時測図部」

は、すでに少しふれたように、日清戦争以後に、海

外での戦争状態を利用した測量にむけて、たびたび

編成された臨時機関である。陸地測量部の幹部と技

術者を中心に、臨時に雇用されたものもあわせて構

成されていた。日露戦争時発足当初（1904 年 5 月）

には経緯度測図班（30 名）にくわえて地形測図班（64
名）が 2 班、さらに本部（19 名）と小規模であった

が 10)、8 月になって地形測図班を 3 班増やすだけで

なく、各地形測図班の人員も増やして朝鮮半島や中

国大陸、さらには樺太で測量をおこなった 11)。 
こうした臨時測図部のうち第一地形測図班は、旅

順要塞の陥落（1905 年 1 月）以後、2 月末には旅順

口付近で活動していたことが他の資料からも確認で

きる 12)。この後、8 月になると第一地形測図班の一

部（一個分班）は、樺太に派遣されることになる。樺

太は 7 月に日本軍が占領したばかりで、派遣された

測量要員はその測量作業に従事したが、ロシアとの

講和（9 月）以後は、北緯 50 度の国境確定作業にも

関与することになる 13)。 

 

表１では、あわせて地図作製者の氏名を示してい

る。地図製作者には「測量手」と「測図手」があり、

前者は、陸地測量部の正式技術職員で、判任官と呼

ばれるランクであった。これに対し、後者は臨時雇

いの雇員となる。表１の原重治、松井哲次郎、向井

徳一、柳谷正因は測量手で、うち向井は陸地測量部

修技所の第 1 期生徒として 1890（明治 23）年に卒業

している。また柳谷は第 5 期生徒で、卒業は 1897
（明治 30）年である（日本測量協会編 1952）。これに

対し原と松井は、陸地測量部発足以前の 1881（明治

14）年に参謀本部測量課に雇用され、1888（明治 21）
年には陸軍九等技手となっており 14)、向井や柳谷よ

りは年長であったと考えられる。 
他方、測図手の秋山利一郎、執行勤四郎、横山正

三のうち、秋山と横山は、1907（明治 40）年に陸地

測量手に昇格しており、そのときに本人から提出さ

れた履歴書から経歴を詳しく知ることができる 15)。

秋山は 1878 年の生まれで、1902 年に私立工手學校

を卒業し 1904 年から陸軍省雇員となり、翌 1905
年 3 月 11 日～9 月 21 日の間「旅順口砲台五百分一

図８：旅順要塞砲台図「東鷄冠山北堡壘圖」左下部

分（80％に縮小） 

 

図７：旅順要塞砲台図「東鷄冠山北堡壘圖」右上部

分（80％に縮小） 
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表１：アメリカ議会図書館所蔵 旅順要塞 砲壘・砲臺関係資料目録 

地図 タイトル 地名対照
サイズ

（縦×横）

縮尺
（平面）

縮尺
（断面）

作製者 備考

南山堡壘一號 57.6×57.4 1/500 原重治 明治37年11月　金州

南山堡壘三號 57.7×57.1 ？ 原重治 明治37年11月　金州

南山堡壘五號　七號 57.8×57.0 ？ 向井徳一 明治37年11月　金州

南山砲臺三號 57.4×57.3 ？ 向井徳一 明治37年11月　金州

南山砲臺八號 58.0×57.6 ？ 原重治 明治37年11月　金州

南山砲臺十號ノ一 57.8×57.4 ？ 向井徳一 明治37年11月　金州

南山砲臺十號ノ二 57.2×57.4 ？ 向井徳一 明治37年11月　金州

南山砲臺十號ノ三 57.2×57.5 ？ 向井徳一 明治37年11月　金州

城東山高砲臺 58.3×58.0 1/500 1/100 秋山利一郎

「城東山」は、一覧図範

囲外　五千分の一図で

確認（半島つけね）

城東山低砲臺 57.4×58.7 1/500 1/100 向井徳一 附圖六葉

　　城東山低砲臺百分一断面圖 27.7×31.6 向井徳一 附圖ノ一

　　城東山低砲臺百分一断面及高面

　　圖
27.7×31.6 向井徳一 附圖ノ二

　　城東山低砲臺百分一断面圖 27.7×31.5 向井徳一 附圖ノ三

　　城東山低砲臺百分一断面圖 27.7×31.5 向井徳一 附圖ノ四

　　城東山低砲臺百分一断面圖 27.7×31.6 向井徳一 附圖ノ五

　　城東山低砲臺百分一断面圖 27.8×31.6 向井徳一 附圖ノ六

鷄冠山第一砲臺 56.4×58.4 1/500 1/100 向井徳一

「鷄冠山」は、五千分の

一図では場所特定困

難

鷄冠山第二砲臺 57.6×56.9 1/500 1/100 向井徳一

饅頭山砲臺 58.0×57.5 1/500 1/100 秋山利一郎

「饅頭山」は、一覧図で

は範囲外　　附圖三葉

（半島つけね）

　　饅頭山砲臺圖附圖ノ一 27.7×31.6 1/100 秋山利一郎

　　饅頭山砲臺圖附圖ノ二 27.7×31.5 1/100 秋山利一郎

　　饅頭山砲臺圖附圖ノ三 27.7×31.6 1/100 秋山利一郎

蠻子營砲臺 56.8×57.4 ？ 秋山利一郎 附圖三葉

　　蠻子營砲臺圖附圖ノ一 27.8×31.5 1/100 秋山利一郎 方眼

　　蠻子營砲臺圖附圖ノ二 27.6×31.5 1/100 秋山利一郎 方眼

　　蠻子營砲臺圖附圖ノ三 27.7×31.4 1/100 秋山利一郎

蠻子營附属砲臺 57.3×57.6 ？ 秋山利一郎

6 威遠砲臺 56.9×57.1 1/500 1/100 向井徳一

黄金山高砲臺西附属第一砲臺圖 56.8×57.8 1/500 1/100 横山正三

黄金山低砲臺圖 57.7×57.0 1/500 1/100 横山正三

黄金山高砲臺圖 57.9×57.6 1/500 1/100 横山正三

模珠礁堡壘圖 57.2×57.5 ？ 横山正三

模珠礁砲臺圖 56.0×57.6 ？ 松井哲次郎

模珠礁第一砲臺圖 57.0×56.0 ？ 松井哲次郎

模珠礁第二砲臺圖 56.0×57.0 ？ 松井哲次郎

9 山頂威堡壘圖 56.1×57.6 1/500 1/100 松井哲次郎

嶗嵂嘴高砲臺圖 57.8×57.6 1/500 1/100 横山正三

嶗嵂嘴低砲臺圖 58.2×58.0 1/500 1/100 横山正三

南夾板嘴砲臺圖 57.8×57.0 ？ 横山正三

南夾板嘴堡壘圖 56.3×57.8 ？ 柳谷正因

12 趙家溝南堡壘圖 58.6×56.8 1/500 1/100 執行勤四郎 一覧図では、「南」なし

8

10

11

7

1

2

3

4

5
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地図 タイトル 地名対照
サイズ

（縦×横）

縮尺
（平面）

縮尺
（断面）

作製者 備考

白銀山舊堡壘圖之一
クレストフ山

第一号砲塁
56.5×56.1 ？ 松井哲次郎

一覧図では、「舊」「新」

なし　規模の面から舊

砲壘を第一号砲壘とす

る

白銀山舊堡壘圖之二
クレストフ山

第一号砲塁
56.0×57.0 ？ 松井哲次郎

白銀山北堡壘圖 クレストフ山 57.9×57.5 1/500 1/100 柳谷正因

鉛筆で○○二十七日

着手三十日完　　一覧

図では「北」なし

白銀山新堡壘圖 クレストフ山 58.0×58.5 1/500 1/100 横山正三
五千分の一図では、

「新堡壘」なし

白銀山四砲臺圖（仮称） クレストフ山 1/500 1/100 柳谷正因

白銀山附属堡壘、白銀

山砲臺、白銀山附属第

二砲臺、白銀山附属第

一砲臺

鉛筆五月十七日着手

二十日完

14 教塲溝南堡壘圖 ラベロフ山 56.5×57.0 1/500 1/100 柳谷正因

15 老頭山砲臺圖
ペズィミヤンナ

ヤ山
58.0×57.8 1/500 1/100 執行勤四郎

16 大孤山堡壘 57.0×58.4 1/500 1/100 向井徳一

17 吉永堡壘圖 57.8×57.8 1/500 1/100 横山正三
一覧図にはなし　　五

千分の一図に記載

東鷄冠山堡壘圖 56.1×56.1 1/500 1/100 柳谷正因

一覧図では、「東鷄冠

山第一」「第二」の区別

あり

東鷄冠山南堡壘圖 57.4×58.6 1/500 1/100 横山正三

東鷄冠山北堡壘圖 第二号砲塁 57.2×58.1 1/500 1/100 横山正三
写真済　附圖一葉（但

し不明）

19 一戸堡壘圖 第二号掩蓋 57.8×58.4 1/500 1/100 横山正三

盤龍山東堡壘圖 第一号多面堡 57.5×57.7 1/500 1/100 柳谷正因

盤龍山西堡壘圖 第二号多面堡 58.2×58.3 1/500 1/100 柳谷正因
鉛筆で六月十日着手

十四日地上完成

21 二龍山堡壘圖 第三号砲塁 57.9×57.9 1/500 1/100 柳谷正因
附圖二葉　鉛筆十六日

着二十一日

22
龍眼北方堡壘圖、丸山堡壘圖、砲臺

F圖

ウォドロプロウォ

多面堡
58.1×57.9 1/500 1/100 柳谷正因

松樹山堡壘圖 第3号堡塁 57.4×57.4 1/500 1/100 横山正三 附圖二葉

　　松樹山堡壘圖附圖ノ一 27.8×31.5 1/100 横山正三 方眼

　　松樹山堡壘圖附圖ノ二 27.8×31.5 1/100 横山正三

松樹山補備砲臺圖 クルガン砲台 57.8×57.6 1/500 1/100 横山正三

一覧図では、「第一砲

臺」～「第四砲臺」の区

別あり

24 王家屯堡壘圖 58.5×57.9 1/500 1/100 横山正三

白玉山北堡壘圖 58.3×57.6 1/500 1/100 横山正三
附圖二葉　　一覧図で

は「北」なし

　　白玉山北堡壘附圖ノ一 27.7×31.6 1/100 横山正三 方眼

　　白玉山北堡壘附圖ノ二 27.8×31.6 1/100 横山正三

26
水師営南方第一堡壘、水師営南堡

壘

クミルネン多面

堡
57.0×58.4 1/500 1/100 柳谷正因

一覧図では、「南方」

「南」なし

27 徐家屯西方堡壘圖 57.9×57.9 1/500 1/100 執行勤四郎

孫家溝北第一堡壘圖 58.8×58.0 1/500 1/100 執行勤四郎 一覧図では、「北」なし

孫家溝北第二堡壘圖 57.5×57.8 1/500 1/100 執行勤四郎
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地図 タイトル 地名対照
サイズ

（縦×横）

縮尺
（平面）

縮尺
（断面）

作製者 備考

椅子山堡壘圖第一 第四号堡塁 57.9×57.9 1/500 1/100 柳谷正因 写真済

椅子山堡壘圖第二 第四号堡塁 57.9×57.9 1/500 1/100 柳谷正因

写真済、このスケッチ

は大きく横長に描かれ

ている

大案子山堡壘
ズビチャートヤ

第4号堡塁
57.5×57.8 1/500 1/100 向井徳一

附圖三葉　　対照表に

よる「案子山」は「大案

子山」とした

　　大案子山堡壘百分一断面圖　附

　　圖ノ一

ズビチャートヤ

第4号堡塁
27.7×31.6 向井徳一 方眼

　　大案子山堡壘百分一断面圖　附

　　圖ノ二

ズビチャートヤ

第4号堡塁
27.7×31.6 向井徳一

　　大案子山堡壘百分一断面圖　附

　　圖ノ三

ズビチャートヤ

第4号堡塁
27.5×31.2 向井徳一 方眼

海鼠山堡壘圖之一 ドリンナヤ山 57.8×57.9 1/500 1/100 秋山利一郎

海鼠山堡壘圖之二 ドリンナヤ山 58.4×58.1 1/500 1/100 秋山利一郎

32 化頭溝山堡壘圖 師団高地 58.3×57.6 1/500 1/100 柳谷正因

一覧図では「化頭溝

山」と記載され、堡壘は

確認できず

33 大頂子山堡壘圖 ウグローバヤ山 58.6×57.8 1/500 1/100 執行勤四郎

一覧図では「大頂子

山」と記載され、堡壘は

確認できず

34 爾霊山堡壘 57.3×58.0 1/500 向井徳一

35 北太陽溝西砲臺 ペレペリーナヤ 58.0×57.4 1/500 1/100 秋山利一郎
一覧図では、「砲壘」記

載はあるが「砲臺」なし

西太陽溝第一堡壘 （第五号堡塁） 57.6×58.2 1/500 1/100 向井徳一

一覧図では、「第一堡

壘」「第二砲壘」区別な

し　対照表による「第五

砲塁」位置確定困難

西太陽溝第二堡壘 （第五号堡塁） 57.0×57.8 1/500 1/100 向井徳一

西太陽溝第一砲臺 58.0×58.0 1/500 1/100 向井徳一
鉛筆　向井　附圖二葉

（但し附圖ノ一は無し）

　　西太陽溝第一砲臺附圖之二 「デ」号砲台 27.6×31.5 向井徳一

西太陽溝第二砲臺圖 57.9×58.0 1/500 1/100 秋山利一郎

37 西山堡壘 58.2×58.4 1/500 1/100 向井徳一

一覧図では、「砲臺」記

載され、「砲壘」記載な

し

鴉鳲嘴堡壘圖 第5号堡塁 58.0×57.7 1/500 1/100 秋山利一郎 附圖四葉

　　鴉鳲嘴堡壘圖附圖ノ一 第5号堡塁 27.7×31.3 1/100 秋山利一郎 方眼

　　鴉鳲嘴堡壘圖附圖ノ二 第5号堡塁 27.7×31.6 1/100 秋山利一郎 方眼

　　鴉鳲嘴堡壘圖附圖ノ三 第5号堡塁 27.8×31.6 1/100 秋山利一郎

　　鴉鳲嘴堡壘圖附圖ノ四 第5号堡塁 27.7×31.6 1/100 秋山利一郎 方眼

盛家溝北堡壘圖 57.8×57.8 1/500 1/100 秋山利一郎

盛家溝西堡壘圖 58.2×57.7 1/500 1/100 秋山利一郎

潘家溝西堡壘 57.5×57.4 1/500 1/100 向井徳一

「潘家溝」は、一覧図で

は範囲外　五千分の一

図で確認（「盛家溝」南

接）　鉛筆で「向井」

潘家溝南堡壘 57.2×57.6 1/500 1/100 向井徳一
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測図ニ従事ス」としている。他方横山は 1877 年の

生まれで、1894 年に大坂尋常中學校を中退して以後、

機会をみつけて勉学に励み、1896 年に工兵第三方面

呉支署の雇いとなった。そのご 1904 年に陸軍省雇

員となり、翌 1905 年 2 月 6 日～9 月 31 日の間、や

はり「旅順堡塁砲台五百分一測図ニ従事」したとし

ている。執行については、同様の資料を発見できな

かったが、1897 年 4 月まで臨時台湾鉄道隊附の雇

員をしていたことがわかる 16)。本格的な測量教育を

うけていた向井や柳谷、古参の松井の描いた図と、

雇員であった秋山や横山、執行の描いた図に差は見

られず、いずれも細密なできあがりになっているの

は、臨時測図部で測量に従事するまえに、彼らが測

量や製図の知識や技術を蓄積していたからと考えら

れる。ともあれ、旅順砲台群の測量は、旅順陥落後

まもない、秋山や横山の履歴書に記された期間にお

こなわれたことになる。 
表１にもどろう。これに示した旅順要塞砲台図が、

南山砲台群・旅順砲台群について作成された図を網

羅しているかどうかという点については、疑問がの

こる。上記「東鷄冠山北堡壘圖」についても、「附圖

一葉」とするのに、これにあたるものを発見してい

ない。そうした点から、この表はさらに今後発見さ

れる可能性のある資料によって充実する必要がある

といえよう。 
つぎに「五千分一旅順要塞近傍圖」の目録（表２）

およびその一覧図（図９）の検討にうつろう。「五千

分一旅順要塞近傍圖」の各図葉にみえる書誌的デー

タは多いとはいえず、作製・発行機関（臨時測図部・

陸地測量部、さらに図によっては参謀本部も記入）のほ

注 1）図の配列は、冒頭に南山砲台群を示す。つぎに旅順湾の南の半島部にうつり、さらに反時計まわりに旅順市街の周囲を一巡する。

各堡塁・砲台の配置については図９も参照。末尾の不明 1～10 については位置が特定できていない。 

2）「地名対照」は、ロストーノフ編（1980：261-263）の「地名対照表」による。 

3）備考欄の「一覧図」は「旅順要塞攻撃作業一覽圖」を示す。 

地図 タイトル 地名対照
サイズ

（縦×横）

縮尺
（平面）

縮尺
（断面）

作製者 備考

白嵐子堡壘 57.7×57.8 1/500 1/100 秋山利一郎

「白嵐子」は、一覧図で

は範囲外　五千分の一

図で確認(｢西太陽溝」

の南）　附圖一葉

　　白嵐子堡壘圖附圖 27.7×31.7 1/100 秋山利一郎

老鐡山北堡壘 56.9×56.6 1/500 1/100 向井徳一

「老鐡山」は、一覧図で

は範囲外　五千分の一

図で確認（「西太陽溝」

の南西）

老鐡山南堡壘 不明×57.4 1/500 1/100 秋山利一郎

陳家泉第一砲臺、陳家泉第二砲臺 57.1×57.3 1/500 1/100 向井徳一

「陳家泉」は、一覧図で

は範囲外　五千分の一

図で確認（「盛家溝」の

南西）

陳家泉第三砲臺 57.4×57.4 ？ 秋山利一郎

陳家泉第四砲臺 57.6×58.1 1/500 1/100 秋山利一郎

不明1 No.8砲臺 サペールナヤ 34.4×57.7 ？ 厚紙

不明2 No.9砲臺 57.2×58.0 1/500 1/200 厚紙

不明3 No.9砲臺 57.2×58.0 1/500 1/200 厚紙　概略図

不明4 No.10・11・12砲臺 86.6×68.0 1/500 1/200 写真済

不明5 赤坂山堡壘 57.7×57.9 1/500 1/100 秋山利一郎

不明6 砲臺A 57.4×57.5 1/500 1/100 向井徳一

不明7 砲臺B 57.4×57.5 1/500 1/100 向井徳一

不明8 砲臺C 57.8×57.6 1/500 1/100 横山正三

不明9 砲臺D 57.2×57.2 1/500 1/100 横山正三

不明10 砲臺E圖 57.0×57.5 1/500 1/100 横山正三
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表２：五千分一旅順要塞近傍圖の目録 

 図名 測図 製版 発行 

1 河南 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

2 傳家庄 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

3 龍頭 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

4 郭家屯 1905 年 7 月 1905 年 10 月  

5 小孤山 1905 年 7 月 1905 年 10 月  

6 塩厰 1905 年 7 月 1905 年 10 月  

7 周家屯北部 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

8 周家屯 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

9 王家甸子 1905 年 8 月 1906 年 1 月  

10 團山子 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

11 大孤山 1905 年 6 月 1906 年 1 月  

12 東鷄冠山 1905 年 7 月 1905 年 10 月  

13 白銀山 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

14 南夾板嘴 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

15 土城子北部 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

16 土城子 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

17 鳳凰山 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

18 大頂山 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

19 大八里庄 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

20 二龍山 1905 年 4 月 1905 年 10 月 1906 年 3 月 13 日 

21 教塲溝 1905 年 5 月 1906 年 1 月  

22 旅順口 1905 年 6 月 1906 年 1 月  

23 模珠礁 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

24 石灰窰子 1905 年 8 月 1906 年 1 月  

25 左家屯 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

26 夾子山 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

27 火石嶺 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

28 水師營 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

29 松樹山 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

30 三里橋子 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

31 白玉山 1905 年 5 月 1905 年 10 月  

32 魚雷營 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

33 饅頭山 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

34 大潮口 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

35 前沙包 1905 年 8 月 1906 年 1 月  

36 西泥河子 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

37 大王莊 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

38 碾盤溝 1905 年 5 月 1905 年 10 月  
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39 徐家屯 1905 年 4 月 1905 年 10 月  

40 椅子山 1905 年 5 月 1905 年 10 月  

41 西太陽溝 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

42 黒嘴子山 1905 年 7 月 1905 年 10 月  

43 城頭山 1905 年 6 月 1906 年 2 月  

44 白嵐子 1905 年 7 月 1905 年 10 月  

45 潮口 1905 年 7 月 1906 年 1 月  

46 八隻船 1905 年 8 月 1906 年 1 月  

47 王家屯 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

48 李家溝 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

49 冷家屯 1905 年 8 月 1905 年 10 月  

50 曲家屯 1905 年 5 月 1905 年 10 月  

51 高﨑山 1905 年 5 月 1906 年 1 月  

52 海鼠山 1905 年 5 月 1906 年 1 月  

53 爾靈山 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

54 鴉鳲嘴 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

55 盛家溝 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

56 潘家溝 1905 年 7 月 1905 年 10 月  

57 大東尖 1905 年 7 月 1906 年 2 月  

58 老鐵山 1905 年 7 月 1905 年 2 月  

59 袁家溝 1905 年 9 月 1906 年 1 月  

60 尖頂山 1905 年 9 月 1906 年 1 月  

61 張家溝 1905 年 9 月 1906 年 2 月  

62 潘台 1905 年 5 月 1905 年 10 月  

63 双嶋灣 1905 年 5 月 1905 年 10 月  

64 隋家屯 1905 年 5 月 1905 年 10 月  

65 大潘家屯 1905 年 6 月 1906 年 1 月  

66 高家屯 1905 年 6 月 1905 年 10 月  

67 大劉家屯 1905 年 6 月 1906 年 1 月  

68 金家屯 1905 年 7 月 1906 年 2 月  

69 将軍山 1905 年 8 月 1906 年 2 月  

70 大嶺溝 1905 年 7 月 1906 年 2 月  

71 老鐵山西部 1905 年 7 月 1906 年 2 月  

72 九頂山 1905 年 9 月 1906 年 2 月  

73 大艾子口 1905 年 9 月 1906 年 2 月  

74 山頭後屯 1905 年 9 月 1906 年 2 月  

75 塩灘 1905 年 9 月 1905 年 10 月  

76 大口井 1905 年 5 月 1906 年 1 月  

77 陳家溝    

78 高山    
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79 羊頭窪    

80 羊頭山 1905 年 6 月 1906 年 1 月  

81 大楊家屯    

82 干家屯    

83 郭家套    

84 陳家泉    

85 九頂山西方    

86 大古山    

87 大甸子    

88 大甸子南部    

89 大口井西部    

90 不明    

91 不明    

92 不明    

93 不明    

 
かは、測図・製版時期（図によっては発行時期も記

入）を示す程度である。表２にはこのうち後者を示

しているが、これを記入していない図は、現物が地

理・地図部にないものとなる。これらの図幅のタイ

トルや通し番号が、隣接する図に記入されたものに

よっていることはあらためていうまでもない。また、

現物のない図幅の範囲は、図９にみえるように、西

端の海岸部を描くもので、わずかにすぎない。 
なお、表２に示した測図時期は、早いもので 1905

年 4 月、遅いもので同 9 月となっている。すでにみ

た秋山利一郎と横山正三の履歴書にあらわれる作業

時期と重なっている。 
ところで、「五千分一旅順要塞近傍圖」には、小さ

いながら旅順要塞砲台図に描かれた砲台や堡塁も描

かれている。両者の図形が基本的に一致することは

あらためていうまでもないが、「東鷄冠山北堡壘圖」

や「椅子山堡塁圖第一」を「五千分一旅順要塞近傍

圖」の二龍山図幅や椅子山図幅の該当箇所と比較し

てみると、前二者に描かれた方位線が西偏している

ことがあきらかである。これは、旅順要塞砲台図に

示された方位線が地磁気（コンパス）方位によるため

であろう。また、とくに「東鷄冠山北堡壘圖」では、

日本軍の攻撃によって破壊された部分も克明に描く

のに対し、上記二龍山図幅の該当箇所は、破壊の状

況を示していない。これは、旅順要塞砲台図と「五

千分一旅順要塞近傍圖」では作図方針がちがってい

たことを示唆する。 
こうしたちがいは、『明治三十七八年日露戦史』第

六巻附図第十「旅順要塞主要堡壘及砲臺」（参謀本部

1914）とのあいだにもみとめられる。「旅順要塞主要

堡壘及砲臺」に示された「東鷄冠山北堡壘圖」（千分

の 1）でも、日本軍による破壊は記入せず、もとの

形を描いている。また類似の場所の断面図も示すが、

その位置がずれている点にも留意される。これにつ

いては、別の復元的な実測図をあらためて作製した

可能性も考えられる。 
さらに「五千分一旅順要塞近傍圖」の二龍山図幅

と『明治三十七八年日露戦史』第六巻附図第九「東

鷄冠山附近攻防工事」（3千分の1）を比較してみると、

砲台や堡塁の名称だけでなく（「吉永堡塁」と「東鷄冠

山第二堡塁」のほか「Ｍ砲臺」と「東鷄冠山第四砲臺」）、

道路の描き方や鉄条網の設置場所などにも差がみと

められ、重要戦跡については、あらためて測量がお

こなわれた可能性もうかがわれる。このような点か

らすれば、『明治三十七八年日露戦史』の編集の経過

や組織についてもさらに検討の必要があるといえよ

う。 
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85 欠

九頂山西方 
72 

九頂山 
59 

袁家溝 
46 

八隻船 
     

86 欠 
大古山 

73 
大艾子口 

60 
尖頂山 

47 
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82 欠 
干家屯 
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将軍山 

56 
潘家溝 

43 
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83 欠 
郭家套 
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大東尖 
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84 欠 
陳家泉 
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58 
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45 
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図９：「五千分一旅順要塞近傍圖」一覧図 

明治 38 年 4～9 月測図、明治 38 年 10 月～39 年 2 月製版（ただし、すべてを確認したわけではない） 

 
 以上、アメリカ議会図書館の地理・地図部が収蔵

する旅順要塞砲台図と「五千分一旅順要塞近傍圖」

について概要を示すとともに、その作製の経過、『明

治三十七八年日露戦史』にみられる地図との関係を

示した。これからすれば、2010 年 9 月の調査は、

目録作成にむけた応急的なものにすぎず、写真撮影

を主体とした本格的調査がさらに必要なことが明ら

かである。またこれらの図がアメリカ議会図書館に

収蔵された過程についてもほとんどふれることがで

きなかった。「五千分一旅順要塞近傍圖」の各葉の裏

面には、ARMY MAP SERVICE LIBRERY のゴム

印が、OMAHA およびCAPTURED MAP のゴム印

ととともにみられ、その来歴を探る手がかりを示し

ているが、その意味についても今後の課題である。 
 
 なお、本報告を作製するにあたってアメリカ議会図書館

（The Library of Congress）地理・地図部（Geography 
and Map Division）の皆さん、とくに Cataloging Team 
LeaderのMin Zhang氏、さらにAsian and Middle East-
ern Division の藤代真苗氏にはいろいろなご配慮をいた
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だいた。また US History Specialist の Steve Davenport
氏、日本人スタッフの菅井則子氏、地理・地図部の Senior 
Cartographic Librarian の John W. Hessler 氏、さらに

伊東英一氏を初めとする Asian Reading Room の皆さん

には、海外の図書館が初めての学生メンバーに対して、終

始適切な案内をいただいた。くわえて、これまで小林が調

査をともにしてきた山近久美子氏（防衛大）、渡辺理絵氏

（山形大）には、資料の利用を許していただいた。以上の

方々に記して感謝いたします。 

 
注 

1) ほかに鈴木涼子（東京大大学院）および波江彰彦（現

大阪大）の助力をえた。 
2) この「横断的研究視察」には、ほかに藤澤聖也（大学

院博士後期課程）も参加したが、アメリカ公文書館（カ

レッジ・パーク）での作業に没頭しており、旅順要塞砲

台図の調査には参加できなかった。 
3) アジア歴史資料センター資料「9月21日陸軍大臣へ、

陸地測量手和田義三郎、西田辰三大本営付被命度、移牒」

明治 37 年 9 月 12 日、21 日、Ref. C09122036900。和

田は回想のなかで 6 月に大本営付となったと述べてい

るが、アジア歴史資料センター資料にしたがう。 
4) アジア歴史資料センター資料「中野測量手等南山模型

製作の旨派遣通知の件、第 2 軍参謀長」明治 37 年 6 月

10 日、Ref. C06040650300。 
5) 口絵写真の説明では「東鷄冠山北砲臺」としているが、

座談会の本文の和田の発言（52 頁）では「東鷄冠山北

堡壘」となっている。「東鷄冠山北砲臺」は、旅順要塞

砲台図だけでなく「旅順要塞攻撃作業一覽圖」にもなく、

誤記と考えられる。また和田の発言のあと、松井正雄（中

佐）が、コンドラチェンコ少将の死亡した場所は、別に

あることを指摘しており、この口絵写真のタイトルには、

注意を要する。 
6) アジア歴史資料センター資料「参謀本部外邦図中機へ 

秘の程度改正の件」明治 39 年 6 月 15 日、Ref. C060406 
50300。この資料の、「依然軍事機密トス」とする地図

の冒頭に、「五千分一南山近傍圖」と「五千分一旅順要

塞近傍圖」があらわれる。 
7) アジア歴史資料センター資料「9.6 第 3 軍参謀長、金

州半島測図要員の件」明治37年9月6日、Ref. C060404 
78900。 

8) アジア歴史資料センター資料「38.1.14 発長岡次長宛

伊地知少将、測図班等の配属に関する件」明治 38 年 1
月 14 日、Ref. C06040291100。 

9) アジア歴史資料センター資料「3 月 25 日、19 号、臨

時測量部長より陸軍省雇員三樹斎一以下 21名陸地測量

手任用方の件」明治40年3月21日（Ref. C07082509400）
に収録された井上泰一と太田銃太郎（いずれも日露戦争

当時は陸軍省雇員の測図手）の履歴書から、彼らは 1904
年 10 月 4 日～12 月 5 日に「南山五千分一碎部測圖」

に従事したとしている。また翌 1905 年 1 月下旬以降 9
月下旬までは、旅順での測量に従事したと記している。

ただしその内容について井上は「五千分一碎部測圖」と

するが太田は「一万分一碎部測圖」とする。 
10) アジア歴史資料センター資料「臨時測図部編成要領」

明治 37 年 5 月 11 日、Ref. C06040149800。 
11) アジア歴史資料センター資料「8.29 陸軍大臣、臨時

測図部地形測量班編成の件御裁可」明治 37 年 8 月 29
日、Ref. C06040458300。 

12) アジア歴史資料センター資料「本部より各所へ案」

明治 38 年 2 月 28 日、Ref. C07082398100。 
13) アジア歴史資料センター資料「38.8.5 臨時測図部

長 測図班 1 個分班樺太へ向はしぬたり」明治 38 年 8
月 5 日、Ref. C06040390600。 

14) アジア歴史資料センター資料「右の者雇入仕込し試

験の上用立の件」明治 14 年 8 月 24 日、Ref. C070803 
77000、同「陸軍参謀本部日報、陸軍総務局(1)」Ref. 
C09060084700、同「佐多工兵鑑護以下 29 名昇給の件」

明治 21 年 7 月 20 日、Ref.06080693700。 
15) アジア歴史資料センター資料「3 月 25 日、19 号、

臨時測量部長より陸軍省雇員三樹斎一以下 21名陸地測

量手任用方の件」明治 40 年 3 月 21 日、Ref. C070825 
09400。 

16) アジア歴史資料センター資料「陸軍省雇員を被免民

政局へ引継の者申進及別紙」明治 30 年 4 月 14 日、Ref. 
C10061160900。 
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